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、 、学校 の日常的な更新のために のサイト構造を単純化すると共にWeb Web
更新の義務化を図る、コンテンツのフォルダ管理を一任するなどの教員の協力

体制を確立した。その結果、公開されるコンテンツが種類、量共に増加し、更

新が頻繁でアクティブな学校 サイトを運営できた。Web

〈ｷｰﾜｰﾄﾞ〉情報公開，学校 ，教職員の協力体制，サイト構造Web

１ 問題

の開設によって学校におけるさまざWeb
まな情報を公開する学校は増えてきている

(文部科学省、 )。社会の情報化が進み、2003
アクセスが容易になれば、学校 は単にWeb
開設するだけではなく、内容の充実を期待さ

れることになる。

しかし、学校 の更新の多くは、一部Web
の担当者によって行われている。そのため、

校務が立て込んでくると更新頻度が下がった

り、フォルダ構造が複雑化していて転勤等で

スタッフが入れ替わると、なかなか維持され

なくなったりするという問題がある。

石塚ら( )は、社会的に高い評価を受け2004
ている学

の校Web
内容と運

用を調査

した。こ

れらの学

の校Web
97うち、

％が、児

童の学習

活動を掲

載してい

る。これ

らの情報

は、全学

年にまた

がる上に

速報性を

期待される項目であり、週１回以上の頻度で

。更新を行っている学校 が多数存在するWeb
これら学校の サイトのように、優れたWeb
情報を継続的に発信するためには、できるだ

け多くの教員が更新に関わり、容易に更新で

きるような サイトの構築を必要とされWeb
ることが予想される。

本研究では、更新が容易で、教員の協力体

制を得やすい サイトの構造と協力体制Web
をモデル化した。実際にモデルを適用した結

果、学校 の日常的な更新がどのようにWeb
進められたかについて報告する。

２ 更新の容易なWebサイトのモデル化

Web日常的な更新体制を維持する際には、

構造が複雑になることや、教員の協力体制が

得られないことが問題になる。その２点を解

Web消するために 更新が容易に行える学校、

を構築するためのモデルを示す。

１） サイト構造の単純化(図 )Web 1
・年度毎のフォルダの設置

・下位階層では、 サイトのコンテンWeb
ツ１つにつき１フォルダを開設

・内容ごとに各担当者を明示

・学校 の ページから、フォルWeb TOP
ダ内の ページへのリンクTOP

２）頻繁に更新できる ページの開設Web
・１枚の画像と短い文を使って短時間で

更新できる日報的なコーナーの開設

３）教員の協力体制の確立

・ の定期的更新の義務化Web
・単純な 作成のための研修の実施Web
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３ モデルの適用

モデルを基に、富山市立寒江小学校におい

て教職員 名による の更新を行った。11 Web
モデルの適用により、学校 が日常的にWeb
更新されるようになったことを確かめるため

に以下のようなデータを収集した。

・学校 の発信内容と更新者の変化Web
・日報の更新頻度

・更新に携わった教員の意識アンケート

４ モデル適用の結果

・学校Webの発信内容と更新者の変化

初期には６項目だったコンテンツが、２年

後には コンテンツに増えた。また、初期14
には、 管理担当者が単独で作成していWeb

、 、 、 、 、たが ２年後には 校長 教頭 ７名の担任

養護教諭の 名で作成するようになった。10
ファイルの転送を更新者が直接行うコンテン

ツも出てきた（表１ 。）

・日報の更新頻度

管理担当者が単独で更新していた日報的ペ

ージには、複数の担当者があてられるように

なった。元々の管理担当者が６年担任となっ

て校務が立て込んだときにも、更新の頻度は

コンスタントに維

持された。

・更新に携わった

教員の意識アンケ

ート

アンケートの結

果によれば、教職

員全員が、以前よ

り簡単に更新でき

るというイメージ

を持つようになっ

た（表２ 。）

５ 考察

サイト構造を単純化すると共に、更新の義

務化を図ったり、コンテンツのフォルダ管理

を一任したりするなどの教員の協力体制を確

立することによって、公開されるコンテンツ

が種類、量共に増加し、日常的に更新される

。アクティブな学校 サイトが運営できたWeb
自分のフォルダ内に自分が作成したコンテン

ツの全てのデータをおくことによって、ファ

Webイルの管理をあまり意識することなく、

の作成に専念できるようになった。

しかし、更新の頻度が上がるに連れて、問

題も残された。更新が日常化すると、デザイ

ンを考える時間を省き、内容を表現する時間

に当てたいと考えるようになる(表３)。既存

の 作成ソフトでは、文字や写真などのWeb
画像処理が不可欠であり、その処理に時間を

要することが、日常的な更新の足かせになっ

ている。また、 作成ソフト付属のテンWeb
プレートでは、学校で公開するコンテンツ項

目としては不十分なため活用しづらい。

６ 終わりに

学校 の構造を単純化し、それにあわWeb
Webせた協力体制を作ることによって 学校、

の日常的な更新が可能になった。しかし、現

状では公開するページが増えたときに、中間

ページを生成したり、リンクを管理するのが

難しくなる。今後、それらの問題を解決して

CMS Contentsくれるシステム的支援として (

)に注目したい 。Management System 。
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[表1]寒江小Webの発信内容と更新者

2002年4月 更新者 2004年3月 更新者

今日の寒江っ子(日報) 管理担当者 今日の寒江っ子(日報) 管理担当者(2名)

近頃の寒江っ子(月報) 〃 近頃の寒江っ子(月報) 〃

学校行事アルバム 〃 学校行事アルバム 〃

学校だより 〃 学校だより※ 教頭

校長室だより 〃 校長室だより 校長

５年生ページ 〃(5年担任) 保健だより※ 養護教諭

学校要覧 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ支援講師

各学年ページ 各学年担任(７名)

(1～6年、特別支援)

[表2]以前に比べて更新に対するイメージは

簡単だと思う ９
変わらない ０
難しい ０

合 計（人） ９

[表3]更新時に困ったこと、改善してほしいこと

・年度初めや学期初めに新規の更新をスタートする

ときに、最初のページを作るのが大変。

・書きたいことは決まっているのに、デザインや形

式から考えなければならないので、決まったパター

ンがあるとよい。

※印は担当者が直接ファイル転送を行うコンテンツ


